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延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
は
有
名
な
長
白
山
を
有
し
、

森
林
面
積
が
三
一
九
・
六
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
全
面

積
の
八
〇
・
四
％
を
占
め
て
お
り
、
自
然
環
境
は

抜
群
で
あ
る
。
延
吉
市
か
ら
防
川
ま
で
バ
ス
で
移

動
し
た
が
、
　
　
江
の
中
朝
両
側
が
緑
で
埋
ま
っ

て
い
る
の
に
は
感
銘
を
受
け
た
。
こ
の
自
治
州
に

は
四
八
七
の
川
が
あ
り
、
一
四
六
〇
以
上
の
野
生

植
物
が
生
育
し
、
薬
用
植
物
は
八
〇
〇
以
上
も
あ

る
。
長
白
山
は
ま
さ
に
天
然
薬
草
の
宝
庫
で
あ
る
。

金
属
鉱
山
は
五
〇
種
類
以
上
、
非
金
属
鉱
山
は

四
十
八
種
類
あ
り
、
石
炭
（
埋
蔵
量
八
・
八
億
ト
ン
）
、

金
、
鉄
（
埋
蔵
量
一
〇
億
ト
ン
）
、
石
灰
岩
、
モ
リ

ブ
デ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
な
ど
の
資
源
も

極
め
て
豊
富
で
あ
る
。

輸
送
イ
ン
フ
ラ
も
着
実
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、

鉄
道
で
は
長
春
、
瀋
陽
、
大
連
、
北
京
、
ハ
ル
ピ

藤
　
原
　
　
弘

拡
大
す
る
東
北
市
場
と
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

　
～
ア
ジ
ア
研
究
所
学
術
交
流
使
節
団
に
参
加
し
て
～

ン
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
と
連
結
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
に
は
高
速
道
路
も
長
春
か
ら
珲
春
ま

で
開
通
し
た
。
懸
案
の
日
本
海
航
路
も
北
朝
鮮
の

羅
津
港
を
通
じ
て
韓
国
の
釜
山
に
い
た
る
定
期
コ

ン
テ
ナ
ー
と
ロ
シ
ア
の
ザ
ル
ビ
ノ
港
を
通
じ
て
束

草
、
新
潟
へ
と
結
ぶ
航
路
が
周
一
回
の
不
定
期
便

で
あ
る
が
運
航
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
大
阪
―
大

連
―
　
春
の
航
路
は
十
二
日
か
か
る
の
で
、
こ
の

日
本
海
航
路
が
定
着
す
れ
ば
使
用
時
間
は
二
日
間

と
な
り
、
か
な
り
の
時
間
的
節
約
が
で
き
る
こ
と

に
な
る
。

同
州
の
朴
学
洙
商
務
局
長
は
今
後
延
辺
朝
鮮
自

治
州
の
経
済
発
展
の
梃
子
と
し
て
、
中
国
東
北
地

区
の
製
造
基
盤
と
優
秀
な
労
働
力
、
ロ
シ
ア
の
資

源
と
市
場
、
北
朝
鮮
の
良
好
な
港
湾
能
力
と
市
場
、

日
本
と
韓
国
の
技
術
と
資
本
を
ベ
ー
ス
に
　
　
江

国
際
合
同
開
発
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。
こ
の
　

　
江
開
発
は
実
質
的
に
は
動
き
は
み
ら
れ
な
い
が
、

温
家
宝
首
相
を
座
長
と
す
る
国
務
院
の
東
北
地
区

旧
工
業
基
地
振
興
グ
ル
ー
プ
は
八
月
十
七
日
に
「
東

北
地
区
等
旧
工
業
基
地
の
振
興
戦
略
を
さ
ら
に
実

施
す
る
こ
と
に
関
す
る
若
干
の
意
見
」
を
採
択
し
、

製
造
業
、
ソ
フ
ト
産
業
の
振
興
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

企
業
の
自
習
開
発
能
力
の
向
上
、
環
境
保
護
等
多

彩
な
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
方
針
が
打
ち
出
し
て
お

り
、
中
央
政
府
と
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
連
携
政

策
の
効
果
が
今
後
は
期
待
さ
れ
よ
う
。

朴
局
長
は
最
後
に
　
　
江
開
発
の
一
つ
の
目
標

と
し
て
、
北
朝
鮮
の
資
源
開
発
、
港
湾
能
力
の
利

用
を
目
指
し
て
、
国
家
レ
ベ
ル
で
北
朝
鮮
と
の
経

済
関
係
の
強
化
を
進
め
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
二

回
会
議
を
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

の
自
治
州
に
は
北
朝
鮮
企
業
が
十
二
社
進
出
し
て

お
り
、
東
北
地
区
、
極
東
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
日
本

と
い
っ
た
市
場
の
ほ
か
に
今
後
は
北
朝
鮮
市
場
の

重
要
性
が
高
ま
り
そ
う
だ
。

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
に
進
出
し
て
い
る
日
系
企

業
は
わ
ず
か
に
四
十
五
社
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年

七
月
末
現
在
外
国
企
業
の
総
投
資
額
の
九
・
六
％
の

八
二
七
三
万
ド
ル
で
、
投
資
形
態
は
中
外
合
資
企

業
十
三
社
、
独
資
三
十
二
社
と
な
っ
て
い
る
。
業

種
別
内
訳
を
見
る
と
製
造
業
二
十
五
社
、
情
報
通

信
、
パ
ソ
コ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
・
ソ
フ
ト
開
発
七
社

　
農
林
牧
畜
業
四
社
、
ホ
テ
ル
・
飲
食
業
二
社
、

　
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
化
す
る

　
東
北
地
区

　
期
待
高
い
日
本
企
業
の
投
資
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そ
の
他
七
社
と
な
っ
て
い
る
。
一
〇
〇
〇
万
ド
ル

以
上
の
投
資
企
業
と
し
て
、
延
吉
秀
愛
食
品
有
限

公
司
、
　
春
阿
尊
能
源
開
発
有
限
公
司
、
一
〇
〇
―

一
五
〇
万
ド
ル
の
投
資
規
模
で
は
小
島
衣
料
（
　

春
）
服
装
有
限
公
司
、
天
三
（
延
辺
）
木
業
新
産

品
開
発
有
限
公
司
、
延
辺
長
白
山
国
際
旅
遊
賓
館

有
限
公
司
等
の
五
社
が
あ
る
。

日
本
企
業
に
対
す
る
延
辺
朝
鮮
自
治
州
政
府
の

期
待
は
高
く
、
現
在
、
　
春
市
の
郊
外
に
日
本
工
業

団
地
を
建
設
中
で
あ
る
。
当
面
は
一
平
方
キ
ロ
で

あ
る
が
、
最
終
的
に
は
５
平
方
キ
ロ
に
拡
大
す
る

予
定
で
あ
る
。
土
地
代
も
一
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た

り
五
〇
年
間
で
一
五
〇
元
と
た
だ
同
然
の
賃
貸
料

を
設
定
し
て
お
り
、
日
本
企
業
に
対
す
る
期
待
の

高
さ
が
伺
わ
れ
る
。
今
回
具
体
的
な
優
遇
政
策
は

伺
え
な
か
っ
た
が
、
日
本
語
人
材
育
成
、
紹
介
、

法
人
税
の
免
税
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
優
遇
政
策

を
準
備
し
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
こ
に
は
日
本
の
工
業
団
地
だ
け
で
な
く
、
韓

国
、
ロ
シ
ア
、
香
港
の
工
業
団
地
も
設
立
さ
れ
て

お
り
、
北
東
ア
ジ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
を
目

指
す
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
は
　
　
江
開
発
の
中
核

と
な
る
韓
国
、
ロ
シ
ア
の
企
業
誘
致
に
も
注
力
し

て
い
る
。
ロ
シ
ア
企
業
は
木
材
加
工
企
業
が
数
社

進
出
し
て
お
り
、
中
国
企
業
と
の
合
弁
企
業
と
の

こ
と
で
あ
る
。

東
北
地
区
と
く
に
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
と
い
っ
た

中
露
の
辺
境
地
帯
で
一
般
の
日
本
人
に
は
な
じ
み
の

な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
極
東
ア
ジ
ア
の
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
と
大
き
く
胎
動
し
つ
つ
あ
る
こ
と

を
こ
の
目
で
検
証
で
き
た
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
華

南
、
華
東
だ
け
で
な
く
、
東
北
地
区
が
将
来
の
中
国

経
済
を
牽
引
す
る
極
東
ア
ジ
ア
経
済
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
タ
ー
と
し
て
脚
光
を
浴
び
る
日
は
そ
れ
ほ
ど
遠
く

な
い
で
あ
ろ
う
。

今
回
、
訪
問
し
た
小
島
衣
料
は
中
国
市
場
以
外
の

海
外
市
場
を
狙
っ
て
お
り
、
か
つ
て
は
珲
春
か
ら
ロ

シ
ア
の
ユ
ダ
ヤ
人
自
治
区
へ
進
出
を
計
画
し
た
こ
と

も
あ
る
。
神
豊
信
息
技
術
は
ト
ヨ
タ
に
収
め
る
部
品

管
理
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
製
造
の
能
力
を
活
用
し
て
、

吉
林
省
政
府
の
事
務
作
業
自
動
化
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

を
売
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。
韓
国
の
喜
来
健
康
医

療
は
一
万
元
以
上
も
す
る
医
療
用
ベ
ッ
ド
を
中
国
の

沿
海
部
だ
け
で
な
く
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
よ

う
な
内
陸
部
で
も
積
極
的
な
販
売
戦
略
を
展
開
し
て

い
る
。

延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
は
単
な
る
辺
境
地
域
か
ら
脱

し
つ
あ
り
、
極
東
ア
ジ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

と
動
い
て
い
る
と
い
う
の
は
言
い
す
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

（
東
京
中
小
企
業
投
資
育
成
（
株
）
国
際
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
所
長
　
藤
原
弘
）

　
辺
境
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
へ

（
東
北
ア
ジ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
構
想
を
示
す
看
板
）
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